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教育長が教育委員会に報告する事項 

 

令和６年９月４日                    担当課（学校教育課） 

報 告 事 項 報  告  内  容 

常陸大宮市との教育交流

について 

７月２９日から３１日までの日程で、本市と友好都市協

定を締結している常陸大宮市から、市立大宮小学校の５年

生１２人と教職員など引率者５人が本市を訪問し、城南小

学校の児童と交流しました。 
城南小学校からは児童１３人と教職員が出迎え、江戸時

代からつながる両市の歴史的関係を振り返るとともに、互
いの地域の魅力や学校を紹介し合ったほか、きりたんぽ鍋
作りや曲げわっぱ製作体験、秋田犬とのふれあいを通じて
友情の絆を深めました。 
常陸大宮市の小野教育長からは「初めて訪れた土地での

交流活動や体験活動など、常陸大宮市とは異なる文化に触
れるという体験により、大きな成果を収めることができま
した」とのお礼のお言葉をいただきました。 
来年度は本市の児童が常陸大宮市を訪問する計画とな

っており、今後も双方向の交流事業を継続して、多様な文
化体験・学習の場の機会の創出に取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 



教育長が教育委員会に報告する事項 
 

令和６年９月４日                   担当課（学校教育課） 

 

報 告 事 項 報  告  内  容 

ＡＬＴの新規任用に
ついて 

 大館市へ新たに任用となるＡＬＴが決まりましたので報
告します。 
 
１ 氏 名 セオドア・ルイス・ニコラス・ガーンハート 

（Theodore Lewis Nicholas Gernhart） 
２ 年 齢 ２３歳 
３ 出身地 アメリカ合衆国ネブラスカ州 
４ 任 期 令和６年８月５日～令和７年８月４日 
５ 担当校 北陽中学校、成章中学校 



教育長が教育委員会に報告する事項 

 

令和６年９月４日                       担当課（生涯学習課） 

報 告 事 項 報   告   内   容 

令和６年度大館市２０歳を
祝う会について 
 

８月１５日、ほくしか鹿鳴ホールにおいて、２０歳を祝う

会が盛大に行われました。 
 
１．対象者（平成１３年度生まれ）５６３人 

出席者 ４３４人（出席率７７．１％、 

オンライン参加３人含む） 

※過去５年間の対象者・出席者数の推移 

 

２．出席者代表から 

  「幸せな環境を作ってくれた大館に少しでも恩返しを

し、さらに発展させていく立場にあります。いざとなった

時、大館を支えるのは我々若者です。」と決意の言葉が述

べられました。 

 

３．企業・団体からの協賛 

全市を挙げて祝うイベントとして位置付け、市内企業・

団体３９社からご協力いただき、パンフレットへの応援 

メッセージ掲載などに協賛していただきました。 

   協賛企業     協賛金 

R5 ３８社    ５８９，０００円 

R6 ３９社    ６０９，０００円 

 

４．式典後のイベント（実行委員会主催） 

実行委員会主催のジェスチャーゲームや抽選会が行わ

れ、恩師との楽しい時間を共有し、会場に笑顔があふれて

いました。 

 対象者 出席者（出席率） 備考 
Ｒ１ ６７４人 ５０７人（75.2％）  
Ｒ２ ６７１人  １５人 （2.2％） 無観客 
Ｒ３ ６３４人   ７人 （1.1％） 無観客 
Ｒ４ ６２７人 ３４８人（55.5％）  
Ｒ５ ５９６人 ４０８人（68.5％）  

 



教育長が教育委員会に報告する事項 

 

令和６年９月４日                       担当課（生涯学習課） 

報 告 事 項 報   告   内   容 

第３４回大館市生涯学習フ
ェスティバルについて 
 

第３４回大館市生涯学習フェスティバル『まなびピア2024 

in おおだて』を次のとおり開催します。 

 

１．趣 旨 

  広く市民に対し、生涯学習の実践活動発表の場と生涯学

習を理解する機会を提供することにより、市民一人ひとり

の生涯学習への意欲を高め、大館市における生涯学習の一

層の進展を図る。 

    ※過去５年間の事業数・来場者数の推移 

 事業数 来場者数 うち中央公民館会場
(メイン開催日) 

Ｒ１ ４１ １１，３５０人 ２，４３５人 
Ｒ２ ２８ ５，８５８人 ２，０００人 
Ｒ３ ３１ ５，０８１人 ２，１１２人 
Ｒ４ ３６ ８，２５０人 １，７４８人 
Ｒ５ ３２ ６，１４７人 １，７２２人 

 

２．期 日 

令和６年９月～１０月（生涯学習強調月間） 

 

３．メイン開催日 

令和６年９月２８日（土）、２９日（日） 

 

４．事 業 

  協賛事業を含め３９事業を予定 

 【新規】Inbody無料測定会、めだかすくい、パラスポーツ

「サウンドテーブルテニス」体験講座など 

※ 詳しい日程等は、チラシを参照してください。 

 



教育長が教育委員会に報告する事項 

 

令和６年９月４日                       担当課（中央公民館） 

報 告 事 項 報   告   内   容 

ラジオ体操会 

「みんな元気にラジオ

体操ワンツー・ワンツ

ー！」について 

 ７月２８日（日）ラジオ体操会「みんな元気にラジオ体操

ワンツー・ワンツー！」を、ニプロハチ公ドームにて開催し

ました。 

 昨年度、大館市が簡易保険加入者協会より「健康タウン構

想の推進」支援自治体に指定されたことを受け、今後４年間

にわたって市民の健康づくりを支援していただくことにな

り、このたび実施したものです。 

 当日は、園児から高齢者まで、幅広い年代の市民など約３

００名が参加し、２名の講師の指導の下、正しい体の動かし

方や効果を学びました。 

 また、会場の後方にはニュースポーツ４種（ボッチャ、モ

ルック、スカットボール、グラウンドゴルフ）を体験できる

コーナーを設置し、休憩時間や会終了後に、家族や友人同士

など多くの参加者に楽しんでいただきました。 

 健康ポイントの対象事業にも認定してもらい、全体を通し、

市民の健康意識の醸成につながるイベントとなりました。 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



教育長が教育委員会に報告する事項 

 

令和６年９月４日                       担当課（中央公民館） 

報 告 事 項 報   告   内   容 

高校生まちづくり会議 

ＨＡＣＨＩ「大館巡り」 

について 

高校生まちづくり会議ＨＡＣＨＩ「大館巡り」を、８月１

日（木）に実施しました。 

この企画は、メンバーが大館市内の施設や名所をめぐり、

歴史や文化を学び、地域が抱えている課題などに対して自

分たちに何ができるか考えてもらいたいと実施したもので

す。 

今年６月２０日に開催した第１回会議で見学希望箇所を

話し合いで決定し、当日は各所の担当者からお話をいただ

きました。 

生徒たちは、メモを取りながら話に聞き入ったり、各所の

特徴を身をもって感じたりして、主体的に学び地域の課題

に理解を深めていました。 

 

１． 参加者数 １２名（鳳鳴生５名、桂桜生３名）、 

ほか職員等 

２． 訪 問 地 錦神社、ニプロ(株)、 

曲げわっぱ工房Ｅ０８、 

大館駅、花善、長走風穴 

 

錦神社



教育長が教育委員会に報告する事項 

 

令和６年９月４日                  担当課（歴史文化課） 
報 告 事 項     報   告   内   容 

企画展の開催につい
て 

 

 

 

 

 

 

 

 大館郷土博物館では、９月７日（土）から「大館城跡・金

坂遺跡発掘調査成果展」を開催します。 

 令和４年度の大館城跡発掘調査で出土した中世から近代

の陶磁器、金属製品などや調査時の出土状況（写真パネル）

と、同年度に実施した金坂遺跡発掘調査の出土資料を展示し

ます。 

 さまざまな年代の出土品から、当時の人々の創造性や歴史

を感じていただくため、是非この機会に調査の成果をご覧く

ださい。 

 

１．と き ９月７日（土）～１１月４日(日) 

２．ところ 大館郷土博物館 １階 特別展示室 

３．主な展示資料  

・大館城跡 

  (1) 中世の大館城    堀、須恵器
す え き

系陶器、瀬戸美濃焼 

  (2) 外堀と大手
おお て

道
みち

   城下絵図、調査写真、平面図 

  (3) 千住院と博文書院  井戸、陶磁器、土器 A1、木製品 

  (4) 馬出し       木
もく

柵
さく

、陶磁器、石製品 A2 

・金坂遺跡 

(1) 縄文時代      落とし穴 

(2) 江戸時代      溝、柵、池、陶磁器 

 

 

 

 

 

大館城跡 外堀       大館城跡 井戸 

 

 

 

 

 

大館城跡 遺物(左 A1,右 A2)      金坂遺跡 落し穴 

 



 

議  事  の  経  過 

 開会  午後３時３０分 
 
教育長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
各課長 
 
 
 
 
 
 
 
 
教育長 
 
委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中央公民館長 
 
 
 
 
 

 
ただ今より教育委員会会議を始めます。 

 会議録署名委員については、私と根田委員にお願いします。 
   
会議録についていかがだったでしょうか。 
 
（「異議なし」の声あり） 
 
それでは、承認とさせていただきます。 

では、４の教育長の報告事項をお願いします。 
 
（「（１）常陸大宮市との教育交流について」、 
「（２）ＡＬＴの新規任用について」、 
「（３）令和６年度大館市２０歳を祝う会について」、 
「（４）第３４回大館市生涯学習フェスティバルについて」、 
「（５）ラジオ体操会「みんな元気にラジオ体操ワンツー・ワンツー！」 

について」、 
「（６）高校生まちづくり会議ＨＡＣＨＩ「大館巡り」について」、 
「（７）企画展の開催について」を資料により報告） 

 
ご意見、ご質問はございませんか。 

 
２０歳を祝う会について、出席、参観させていただく機会をいただきまし

て、ありがとうございました。長女の１学年上の子たちなので、知った顔が
だいぶ増えてきて、ここまで大きくなったかと頼もしく思うのと同時に、安
部くんの素晴らしい挨拶とその後のアトラクションイベントを楽しみなが
ら、この子たちが大館をつくって支えていくのだろうなと頼もしく拝見して
いました。 
我々も、大館市内の企業として、このイベントを支えられる機会を与えて

いただくのも非常にありがたいので、ぜひ続けていただきたいと思います。 
そして、中央公民館にお伺いします。まちづくり会議ＨＡＣＨＩに参加し

た生徒さんたちの感想について、目立ったものがありましたらご紹介いただ
きたいと思います。 
 
一番は、全員が錦神社を初めて知ったということでした。 
そこで、二井田公民館長から説明を受けまして、そういうところがあった

のかということと、残念ながら一輪しか咲いていなかったのですが、蓮(は
す)の花に感動していました。 
「曲げわっぱ工房Ｅ０８(いいわっぱ)」つきましては、曲げわっぱだけで

はなくて、イヤリングとかも作る女性の方の工房なものですから、そういっ



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
委員 
 
委員 
 
 
 
 
 
 
委員 
 
 
 
 
 
生涯学習課長 
 
 
 
 
 
委員 
 
生涯学習課長 
 
 
 
 
委員 
 

たところに目を引かれていたところがあります。 
「花善」では、社長から説明を受けたのですが、一番びっくりしたのが、

今はもう駅弁ではないということです。 
駅で売れる個数が１日当たり３個しかなくて、駅弁としてはもう厳しいと

いうことにみんな驚いていまして、今はほとんどスーパーや外に出てとか海
外に出て売っている方が多いというところに驚いていました。 
長走風穴に関しては、クマの出没もありまして全部回ることはできなかっ

たのですが、やはり倉庫と外の方に吹き出てきている冷風に驚きを感じてい
ました。 
大館にもこういうところがあるので、一度都会に出ても大館に戻ってくる

きっかけになればと、高校生からも感想が出ておりました。 
 

ありがとうございます。 
 
生涯学習フェスティバルについてです。毎年楽しみに参加させていただい

ておりまして、日ごろ活動している方々にとっては、そういった発表の場が
あるということが励みになるのではないかと思います。充実した期間になれ
ばと思っているところです。より一層生涯学習を広めていくという意味で
は、ＰＲ活動を引き続き頑張っていただきたいということと、先ほどお話し
された新規の事業等も成果があればと思っております。期待しております。 
 
生涯学習課にお伺いします。 
「オンライン参加３人含む」とありますが、この時代にオンラインの参加

がもっとたくさんいてもいいような気がしました。 
全部で５９６人が対象者で、出席者４０８人でオンラインの３人を含むと

いうことだと、昨年もこんな感じだったのですか。 
 
昨年は１名でした。 
当日は台風の心配が少しありましたが、やはり実際に会いたいので、遠い

ところからも実際に足を運んで来た子が多かったのかなと思っております。 
オンライン参加の子は、やっぱり行けなくてとか、個人的な事情で来られ

ないお子さんで、思ったよりも少なかったです。 
 
これは、申し込みした人だけですか。 
 
プライバシーの関係もあったので、申し込みしていただいたお子さん、も

しくは親御さんです。子どもさんの状況をオンラインで見たいという方がい
らっしゃれば受け付けしていましたが、今回に関しては、子どもさんの参加
のみとなっております。 
 
オンラインでもっとたくさん参加するものかなという先入観だったので、

意外だなと思ったところでした。 



 

 
 
 
 
 
委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
委員 
 
 
 
 
 
 
 
教育長 
 
 
 

私も式典に参加させていただいて、皆さんの大館市に対する感謝、親に対
する感謝、そのさまざまな感謝の気持ちが皆さんに伝わるような実行委員長
さんのお話でしたし、これからの将来にわたって大館市を支えてくださる子
どもたちに期待が持てるような思いで参加させていただきました。 
 
生涯学習フェスティバル、本当にご難儀かけています。 
今年また、昨年に比べて２０，０００円ほど多く協賛金が集まったという

ことは本当に喜ばしいことだなと思っています。年を追うごとに何件でも、
１，０００円でも２，０００円でも多く集まることを期待したいなと思って
います。 
さらに、大館桂桜高校の面接をさせていただいた経緯もございまして、最

近の若い子たちの傾向、その発言の中に感じることが２つあり、理路整然と
話ができるようになってきています。間違いなく、論理的に話ができるよう
になってきています。   
これはやはり、わが大館市の誇る教育が効果を成しているのだろうなと思

っているところです。 
しかも、「自分の未来は自分で切り開く」という気概が、その子どもさん

たちの発言から非常に感じられることがありましたので、私たちの方針は間
違っていないなということを確信したところでもあります。 
併せて、ラジオ体操は私も今回初めて参加をさせていただきまして、とに

かく体がついていかなくて大変でした。ラジオ体操もしっかりやると本当に
大変な運動量があって、しかも体にかなり効き目があるということも話では
聞いていたのですが、今回は本当にいい勉強をさせていただきました。 
どこの都市も、高齢化・少子化ということでかなり疲弊してきているわけ

ですが、肝心なことは健康寿命をどう伸ばすかということで、まちの存命を
少しでも長くしていくことが方策の１つであると私は確信しております。市
民の健康増進ということで、ぜひ長く続けていって、少しでも健康寿命を伸
ばしていける方法を検討していただければ、そして実施していただければい
いなと思いますので、引き続きよろしくお願いいたします。 
 
私もラジオ体操に参加させていただいて、しっかり正しいラジオ体操を勉

強させていただきました。 
やっぱりハードですよね、しっかりした状態をやるのは。 
こんなに大変なものかと思って、本当に年齢を感じたところでしたが、楽

しくリフレッシュできました。たくさんの市民の皆さんにもこういうのにた
くさん参加して、リフレッシュしてほしいと思いました。本当にお疲れさま
でした。 
 
「２０歳を祝う会」について、たまたま今日の新聞に安部くんが紹介され

ていて、今までは大館市在住の若者が大体実行委員長をやっていたことが多
いのですが、こういう形で学生として金沢に行っていながら、こちらの方も
しっかりやったということですごいなと思いましたし、３月の「大館×慶応 
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教育のミライを考えるシンポジウム」にも大沢くんが頑張っていて、やはり
今回も彼が頑張っていて、しかも今日の新聞記事にあるように、今学んでい
ることを大館に帰って生かしたいという明確な目標、目的意識を持っていて
行動ができるという、それが今の若者たち、つまり私たちが未来大館市民と
して育成してきた具体的な姿だなということをすごく感じて、私も大変嬉し
かったです。 
報告の方は、これで終わらせていただきます。 
それでは、議事に入ります。説明をお願いします。 
 

（「協議第２５号「令和６年度９月補正歳出予算歳出予算の概要について」
の質問について」を資料により説明） 
 
ご質疑等ございましたらお願いします。 
 
鳥潟会館費についてです。 
前回の会議のときにお話しすればよかったのですが、実は７月の文化財ガ

イドウォークに参加させていただきました。邸宅の方には何度か足を運んだ
ことはあるのですが、お庭を拝見させていただくのは初めてで、本当に思い
のほか広いですね。 
広さだけでなくて、銘木それから何年もたった大木もたくさんあって、本

当に維持管理が大変だろうなと思ったところです。前回説明にあった通り、
落ち葉の処分で１０何万円ということでしたが、本当にこれで良く済んだと
いうくらい本当にきれいに整えられていて、担当の方の御労苦に改めて感謝
申し上げたいなと思っています。 
特に維持管理についてはこれだけでないと思いますので、ぜひ今後もいろ

いろ予算も含めて、心配り引き続きよろしくお願いしたいと思います。 
 
ありがとうございます。 
この落ち枝、落ち葉等運搬処分費もですが、これはまず、本来であれば毎

年度当初予算についている部分なのですが、なぜか今年度は見送られまし
て、補正予算要求したところつけていただいたというものです。去年の１１
月頃から落ちた枝や葉っぱを管理人が見つけ次第、バックヤードの方に寄せ
ておりまして、たまったものを次の年に処分しているので、なるべく目立た
ないところに寄せておりますが、処分しないとたまる一方ですので、今後も
施設維持管理に努めていきたいと思っております。 
 
国指定の名勝ですから、今まで以上にしっかり管理する体制などもそれな

りに必要だと思います。 
他はございませんか。なければ、承認という形で進ませていただきます。 
それでは、「その他」に入ります。 
 

（「全国学力テストについて」口頭報告） 
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このことについて、ご質問等ございませんか。 
 
ちょっと細かいのですが、「その他の質問」に関してです。 
これは、小学校単位で答えるのですか。先生たちがそれぞれ答えるではな

くて、小学校で答えるということなのですね。わかりました。 
 
「人の役に立つ人になりたい」、感動しますね。これだけでも、子どもた

ちが心豊かに育っているという精神を感じることができました。 
 
他にありませんか。なければ次をお願いします。 
 
（「大館学び大学について」口頭報告） 
 
この件に関してご質問ありますでしょうか。 
 
貸し出しのことでお聞きしたいのですが、カメラもレンズも結構いいもの

を揃えていらっしゃると思うのですが、これは、予約なしでいけるのです
か。 
 
こちらで表を作って管理しておりまして、その日予約がなければ可能なの

ですが、かなりバッティングすることも考えられますので、できるだけ予約
でお願いしたいです。 
 
予約は、あらかじめ電話するとか、ネットか何かでもできるのですか。 
 
申し込みに関しては市貸付の用紙を作らせていただきますので、当館に来

ていただくことになります。 
 
承知しました。 
 
その他、委員の方々から何かありますでしょうか。話題提供とかお考えに

なっていることとか。 
 
話題提供ということで。 
実は前回お話しすればよかったのですが、山形の研修に行ってきた話を教

育長がおっしゃってくださったので私は話を差し控えたのですが、今回も良
い研修だったなと思っています。 
なぜ良かったかというと、前年の大館が、ああいう形で子どもさんたちの

姿を全部東北の皆さんに公開したのに比べて、今回、私は研修１日目に２施
設、「やまがたクリエイティブシティセンターＱ１（キューイチ）」という山
形市の旧第１小学校の施設と、「シェルターインクルーシブプレイス 『コパ
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ル』」という冬でも普通に遊べる子どもの遊び場で、それが功を奏して人口が
減っていかない、どんどん家族が寄り集まってくるという施設を見させてい
ただきました。 

やはりそのような施設が大事だなと思った反面、「Ｑ１（キューイチ）」は
非常に面白い施設でしたが、山形市内で子どもたちの姿は一向に見ることが
できなかったのです。それが残念でしょうがなかったです。 
大館市は、昨年いらした先生方にしっかり子どもたちの姿を見てもらうこ

とで非常に良い研修になったと思うのです。 

ハードを見るのも１つの研修ですけど、やはりそこに生きる先生方、そし
て子どもさんの姿を見て初めて研修は成り立つのではないのかなということ
を、今回山形に行って、本当に良い勉強をさせてもらいました。 

 
月曜日に宮城県気仙沼市にお招き受けて、気仙沼市の小中学校の先生方３

００人ぐらいにお話しさせていただいて、お招きを受けたのは、やはり気仙
沼市の小山教育長が大館市で実際子どもたちの授業を見て、これはぜひ気仙
沼市に取り入れたいという強い願いで、その第一弾として呼んでいただきま
したし、視察にも来ております。 
そういう形で、大館市で開催したことが全国各地で種の芽が出て花開いて

きつつありますので、そのネットワークをつなぎながら頑張ってまいりたい
と思います。 
 

（「来月の開催日程」について） 
 
ほかにご発言はございませんか。それでは、以上を持ちまして、教育委員

会会議を終了いたします。 
 
 
 
 
 

 

会議終了時刻  午後５時０５分 
           
ここに会議の顛末を記録して、相違ないことを証します。 
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